
「ゲノム編集による子ども」の誕生についての日本学術会議幹事会声明 
 

 

ゲノム編集を施された双子が誕生したというニュースが世界を駆け巡り、その実施内容

が第 2 回国際ヒトゲノム編集サミット（2018 年 11 月 27 から 29 日、香港）で発表された。

これが事実とすれば、生命倫理のみならず研究倫理にも反する極めて重大な行為で、日本学

術会議としてはこれを断じて容認できない。 

 

ゲノム編集技術は未だ発展途上の技術で、特にヒト受精胚・生殖細胞へ応用した場合、出

生する子どもへの予期せぬ副作用など、医学的にみて重大な懸念がある。さらにその改変が

世代をこえて継続することから、人類への不可逆的悪影響も懸念される。また出生する子ど

もへの遺伝子改変は優生主義的な人間の作出につながる恐れがある。したがって、現在のゲ

ノム編集技術を用いてヒト受精胚・生殖細胞での遺伝子改変を人為的に行うことについて

は、学術的にも、社会的にも許容できない。 

 

日本学術会議では、第 23期（2014‐2017年）の課題別委員会「医学・医療領域における

ゲノム編集技術のあり方検討委員会」においてゲノム編集技術を医療に用いることの問題

点などを検討し、2017 年 9 月に提言「我が国の医学・医療領域におけるゲノム編集技術の

あり方」iを発出した。この中で、ゲノム編集を伴う生殖医療の臨床応用に関する暫定的禁

止を含む法的規制の検討を求めており、その一部は現在策定が進んでいる我が国の指針 iiへ

も反映されている。 

 

生命科学の発展によってもたらされたゲノム編集技術の適切な利用の見地から、日本学

術会議は、今後とも国内外の科学者コミュニティ及び市民との対話を進め、意見を表出する

とともに、このような行為が起きないように働きかけていく所存である。 
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i 日本学術会議提言「我が国の医学・医療領域におけるゲノム編集技術のあり方」 
http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-23-t251-1.pdf 
ii 「ヒト受精胚に遺伝情報改変技術等を用いる研究に関する倫理指針」の制定について。パブリックコメントより。 
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/30/10/1410209.htm 

 

                                                      


